
せ
た
。
長
男
勝
一
か
ら
、
妻
と
三
女
が
死
亡
し
た
こ
と
、
長
女
と

次
女
は
中
国
で
養
父
に
育
て
ら
れ
て
い
る
消
息
を
得
た
。

そ
れ
か
ら
、
二
年
後
、
中
国
に
残
留
し
た
娘
た
ち
が
一
時
帰
国

し
、
夢
に
ま
で
見
た
兄
姉
妹
の
再
会
が
実
現
で
き
た
。
現
在
、
長

女
と
次
女
は
中
国
で
一
家
を
構
え
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
の
心
の
中
の
戦
後
は
未
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
異

郷
の
地
で
寂
し
く
死
ん
で
い
っ
た
妻
と
三
女
。
そ
し
て
、
あ
る
い

は
生
き
て
再
び
会
え
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
長
女
と
次
女
。
こ
の
よ
う
な

悲
劇
は
、
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
私
の
遺
言
で

あ
る
。玄

海
を
こ
え
て
　 

栃
木
県
　
山
中
新
一
　 

昭
和
八
年
現
役
兵
と
し
て
北
満
チ
チ
ハ
ル
で
教
育
を
受
け
、
予

備
役
少
尉
に
任
官
。
陸
軍
省
の
選
抜
試
験
に
合
格
、
渡
満
、
満
州

国
軍
に
日
本
軍
官
と
し
て
奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
は
、
全
満
州
国
の
国
境
線
を

突
破
、
日
本
軍
、
満
軍
、
開
拓
団
を
急
襲
、
一
方
的
侵
略
と
な
っ

た
。そ

の
と
き
、
私
は
東
安
省
の
密
山
に
い
た
が
、
八
日
新
京
（
長

春
）
に
用
務
の
た
め
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
東
安
の
特

務
機
関
に
立
寄
っ
た
。

が
ぜ
ん
、
機
関
内
は
騒
然
と
し
て
お
り
、
密
山
南
方
の
蜂
蜜
山

国
境
監
視
隊
が
ソ
連
軍
に
急
襲
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
一
人
が
脱

出
。
私
は
新
京
出
張
ど
こ
ろ
で
の
話
で
な
く
、
急
き
ょ
引
返
し
た
。

す
で
に
部
隊
に
は
撤
退
の
命
令
が
あ
り
、
ぞ
く
ぞ
く
と
部
隊
、
民

間
人
は
東
安
か
ら
汽
車
輸
送
。

東
安
、
密
山
間
は
約
十
キ
ロ
あ
り
、
そ
の
間
に
大
河
が
流
れ
て

い
た
。
日
本
軍
は
、
ソ
連
軍
の
追
撃
を
考
え
て
、
鉄
橋
爆
破
の
た

め
の
工
兵
一
個
分
隊
を
湖
畔
に
残
し
、
邦
人
渡
河
終
了
時
点
で
爆

破
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
奥
地
の
開
拓
団
に
は
指
示
不
徹
底

で
、
渡
河
以
前
に
爆
破
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
の
悲
惨
な
か

ず
か
ず
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

東
安
駅
か
ら
民
間
人
、
軍
家
族
の
一
部
は
、
最
後
の
輸
送
車
に

か
ろ
う
じ
て
間
に
あ
っ
た
が
、
駅
近
く
に
あ
っ
た
多
量
の
物
資
を

格
納
し
て
い
た
貨
物
廠
は
、
ソ
連
の
略
奪
を
恐
れ
、
駅
も
ろ
と
も



爆
破
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
降
、
虎
林
線
は
不
通
と
な
り
、
集
合

に
遅
れ
た
者
の
悲
惨
な
山
中
彷
徨
の
序
曲
と
な
っ
た
。

私
ど
も
の
部
隊
は
頭
初
か
ら
汽
車
輸
送
を
避
け
、
勃
利
を
経

由
、
牡
丹
江
を
目
ざ
し
た
が
、
途
中
ソ
連
の
空
襲
、
土
人
の
蜂
起

を
避
け
つ
つ
、
約
一
か
月
の
後
、
綏
浜
線
の
亜
布
洛
尼
の
部
落
で

ソ
連
の
武
装
解
除
を
受
け
、
横
道
河
子
の
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ

れ
た
。
横
道
河
子
の
収
容
所
に
約
一
か
月
、「日
本
軍
が
ウ
ラ
ジ
オ

に
逆
上
陸
し
た
、
ウ
ラ
ジ
オ
経
由
で
帰
国
す
る
」
な
ど
の
デ
マ
に

ま
ど
わ
さ
れ
つ
つ
、
栄
養
不
良
で
歩
行
困
難
な
日
々
を
送
っ
た
。

そ
の
頃
民
間
人
は
ハ
ル
ビ
ン
に
返
す
と
の
情
報
を
得
、
民
間
人

の
集
団
に
ま
ぎ
れ
こ
む
こ
と
に
成
功
、
こ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
行
き
と

の
訣
別
だ
っ
た
。

幸
い
家
族
は
ハ
ル
ビ
ン
の
軍
関
係
者
が
収
容
し
て
く
れ
た
の
で

雨
露
は
し
の
げ
た
が
、
当
初
難
民
扱
い
だ
っ
た
の
で
、
約
半
年
ぐ

ら
い
は
食
糧
の
配
給
は
あ
っ
た
。
後
半
に
な
る
と
、
と
ど
こ
お
り

が
ち
、
自
前
の
ク
ー
リ
ー
の
ま
ね
ご
と
、
立
売
り
、
富
有
な
漢
人

の
日
雇
い
等
々
、
約
一
年
ハ
ル
ビ
ン
に
潜
伏
し
て
い
た
。

よ
う
や
く
、
日
本
人
送
還
の
協
定
が
中
共
と
国
府
軍
と
の
間
に

取
り
か
わ
さ
れ
、
家
族
五
人
、
骨
と
皮
に
な
っ
て
、
コ
ロ
島
か
ら

帰
還
し
た
の
が
二
十
一
年
一
月
九
日
末
だ
っ
た
。

実
家
に
は
す
で
に
兄
夫
婦
が
疎
開
し
て
い
た
。
苦
労
に
苦
労
を

重
ね
、
よ
う
や
く
定
年
を
迎
え
、
苦
労
を
か
け
た
妻
に
少
し
ば
か

り
罪
ほ
ろ
ぼ
し
と
思
っ
て
い
た
が
、
無
情
に
ガ
ン
で
私
を
お
い
て

先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

命
が
け
の
石
炭
拾
い　 群

馬
県
　
笹
沢
千
万
子
　 

二
十
年
春
、
私
は
南
満
の
日
本
人
の
多
い
大
石
橋
街
で
在
満
国

民
学
校
の
教
員
、
夫
は
ソ
満
国
境
黒
河
の
金
融
合
作
社
に
単
身
赴

任
、
五
月
の
節
句
に
私
を
迎
え
に
き
て
召
集
。
東
安
の
部
隊
へ
五

月
、
六
月
、
七
月
と
何
回
も
の
召
集
で
街
に
男
性
は
少
な
く
な
り
、

先
生
方
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と
召
さ
れ
、
校
庭
は
防
空
壕
と
野
菜
畑
に
な

り
Ｂ29

が
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
、
不
安
は
つ
の
る
が
、
報
道

を
信
じ
、
必
死
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

八
月
九
日
早
朝
、
戦
勝
祈
願
に
行
く
と
き
、
校
門
前
が
に
ぎ
や

か
な
の
で
入
っ
て
み
る
と
、
見
す
ぼ
ら
し
い
姿
の
老
人
と
婦
女




